
全 ４ 頁バ ルブ部 設計開発課発 行

R0分 解 組 立 手 順 書 16 OV-16

本 手 順 書 は ， 下 記 対 象 バ ル ブ 型 式 の 分 解 組 立 手 順 書 で す 。

作 業 を 開 始 す る 前 に ， 必 ず 『 日 阪 ボ ー ル バ ル ブ 取 扱 説 明 書 』 を 一 読 す

る と 共 に ， 必 ず 『 日 阪 ボ ー ル バ ル ブ 取 扱 説 明 書 』 と ， 併 用 し て 使 用 し て

く だ さ い 。

ま た ， 分 解 組 立 す る と き は ， 各 部 品 に 傷 を 付 け な い よ う 細 心 の 注 意 を

払 っ て 行 っ て く だ さ い

WF5,WR5１ ． 対 象 バ ル ブ 型 式 ：

２ ． 分 解

自動弁などの駆動装置付き の場合 は，バ ルブを 全閉にした後，再組立を
容易にするため，分離箇所に マジッ クイン キなど で相マークを印した上，
駆動装置をバルブから取り外 してく ださい 。

2 -1 .分 解 前

次の 手順を 守って作業を行ってください。
1) 安 全 に作 業できるように，十分な作業スペースを確保 してく ださい 。
2) バ ル ブを 半開としバルブ内の圧力を抜いてください。 またバ ルブ内
に 残って いる流体を除去および洗浄してください。

3) 再 組 立を 容易にするため，ボディとボディキャップの 接合部 にマジ
ッ クイン キなどで相マークを印しておいてください。

4) ボ ー ルシ ートなどの消耗部品は新しい純正部品を準備 してく ださい 。

2 -2 .分 解

（ ）を参照 して， 次の手 順で行 ってください。各部品に断 面 図 ４頁
傷を付けないように注意 してく ださい 。○内 の番号は の品番を断 面 図

示しています。
1) ボ デ ィ① をバイス台などに固定し，安全に分解できる ように 配慮す
る と共に 十分な作業スペースを確保してください。

2) バ ル ブを 規定のハンドルまたは適切なスパナ (但 し ， 万一外れても
怪 我をし ないよう注意して使用すること )な ど を 用いて閉の状態に
す る。

3) ボ デ ィ① とボディキャップ②はねじによって接合され ていま す。ボ
デ ィキャ ップ②の八角部分をレンチなど適切な工具で つかみ ，左回
り に回し て，ボディキャップ②をボディ①から取り外 す。

関連資料 日阪 ボールバ ルブ取 扱説 明書

発 行 日 2002.10 .1 8. F . N . O V- 1 6. j td 承 認 太 田 2002.10 .1 7 .

改 訂 日 OV-16.D WG 検 閲

作 成 野 村 2002.10 .1 7 .

日 阪 製 作 所株式 会社



OV -1 6 ２

4) ボ ー ル③ をボディ①から取り外す。ボール③は，開の 状態で は外せ
ま せん。 必ず閉の状態にして取り外してください。

5) ボ ー ルシ ート④をボディ①およびボディキャップ②か ら取り 外す。
6) ガ ス ケッ ト⑨を取り外す。
7) ボ ル ト・ スプリングワッシャ⑩２本を緩め，取り外す 。
8) グ ラ ンド キャップ⑧をステム⑤から抜き取る。
9) ス テ ム⑤ をボディ①から抜き取る。
10) ボ デ ィ① およびステム⑤からスラストベアリング⑥を 取り外 す。
11) ス テ ム⑤ からＯリング⑦を取り外す。

2 -3 .分 解 後

1 ) 『 を 参 照 して各 部品の日 阪 ボ ー ル バ ル ブ 取 扱 説 明 書 』 ２ １ ， ２ ２ 頁

点 検を実 施してください。
2) 分 解 した 金属部品を，水・スチームなどで清浄に洗浄 してく ださい 。

３ ． 組 立

3-1.組 立 前

組立 を行う 前に次の事項を確認してください。
1) ボ ー ルシ ート④，スラストベアリング⑥，Ｏリング⑦ ，ガス ケット
⑨ の消耗 部品は全て新しい純正部品を準備してくださ い。

2) ボ ー ル③ ，ステム⑤に傷が無いか確認してください。 傷があ れば使
用 できま せん。新品を購入した上，組立てください。

3 - 2.組 立

を参 照して，次の手順で行ってください。断 面 図

1 ) ボ デ ィ① の八角部分を下に，グランド部を手前にして ，垂直 に置く 。
2) Ｏ リ ング ⑦にワセリンを少量塗布する。この作業は， ビニー ル袋に
入 れて行 うなどして，異物が付着しないように注意し て下さ い。

3) ス テ ム⑤ にＯリング⑦を装着する。
4) ス テ ム⑤ のボール挿入側にスラストベアリング⑥を装 着する 。
5) ス テ ム⑤ をボディ①に装着する。
6) ス テ ム⑤ にスラストベアリング⑥を装着する。
7) を 参 照 して，入れる方向に注意しボディ①のグ ランド 部にグ断 面 図

ラ ンドキ ャップ⑧を装着する。
8) ボ ル ト・ スプリングワッシャ⑩２本を締め付ける。
9) 手 動 弁で ，ハンドルを固定する場合，ハンドルを取付 の上， スナッ
プ リング をスナップリングプライヤを用いて，ステム ⑤の溝 にはめ
込 む。手 動弁で，ハンドルを取り外して使用する場合 ，スナ ップリ
ン グの取 付けは不要です。（駆動装置付きの場合はス ナップ リング
は 付属し ていません。）

10) を 参 照 して入れる方向に注意し，ボールシート ④をボ ディ①断 面 図

お よびボ ディキャップ②に装着する。
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11 ) ス テ ム⑤ を閉位置にし，ボール③をボディ①に装着す る。こ の時，
を 参照し，ボール③三日月溝底部とステム⑤下 部が接 触して断 面図

い ないこ とを，目視およびボール③を指で前後に動か して確 認する 。
12) ボ デ ィキ ャップ②にガスケット⑨を装着し (ガ ス ケ ット⑨が落ちる

場 合は， ボディ①のガスケット溝にガスケット⑨を入 れる )， ボ デ
ィ ①に装 着する。
こ の時， ガスケット⑨をかみ込ませないよう注意して 装着の こと。
ガ スケッ ト⑨をかみ込ませたり，正しくボディ①，ボ ディキ ャップ
② に装着 されていなかったりすると漏れの原因になり ます。

13) ボ デ ィ① の八角部分をバイス台などに固定し，安全に 組立が できる
よ うに配 慮する。また，ボールが完全に閉になってい ること を確認
す る。

14) ボ デ ィキ ャップ②のねじ部にワセリンなどの潤滑剤を 塗布す る。
（かじり防止）

15) ボ デ ィキ ャップ②の八角部分をレンチなど適切な工具 でつか み，右
回 りに， 相マークの位置まで回して，ボディキャップ ②をボ ディ①
に 装着す る。この時，ボディキャップ②側のボールシ ート④ が落ち
な いよう に注意してください。

16) ハ ン ドル または適切なスパナ (但 し ， 万一 外れても怪我をしないよ
う 注意し て使用すること )な どで ス テム⑤ を反時計方向に回し，バ
ル ブを開 の状態にする。この時，作動がスムーズであ ること を確認
す る。

17) バ ル ブ仕 様にも因るが，時計回りで閉，反時計回りで 開にな ること
を 確認す る。併せて，全開時にボディ①のポートとボ ール③ のポー
ト が合っ ていることを確認する。

3 - 3.組 立 後

1 ) 再 組 立し たバルブは，耐圧検査および弁座漏れ検査を 行ない ，問題
の ないこ とを確認する。基本的には耐圧検査圧力は最 高使用 圧力の
１ .５ 倍 と し，弁座漏 れ検査 圧力は 使用圧 力とする。
検 査は検 査圧力の１／２程度まで昇圧し，各部が正常 に組立 されて
お り，異 常のないことを確認した後，徐々に検査圧力 まで昇 圧して
く ださい 。

2) 自 動 弁お よびウォームギアなど駆動装置付きの場合は ，バル ブ仕様
(駆 動 装 置の開閉位置 とバル ブの開 閉位置 など )お よ び 分解前 に付け
た 相マー クを参照して，駆動装置を取り付けてくださ い。

日 阪 ボ ー ル バ ル ブ 取 扱 説 明 書 』3 ) 装 置 にバ ルブを配管する場合は，『
に 従って 作業を行ってください。




